
孤独・孤立対策
令和６年度地方版孤独・孤立対策官民連携
プラットフォーム推進事業の取り組み

～ 誰ひとり取り残されないまちをめざして ～

令和７年２月１８日（火）

行政改革懇談会
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資料３



はじめに
孤独・孤立対策とは… キーワードは「つながり」
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孤独・孤立対策は福祉分野だけでなく、まちづくり・文化・スポーツ・防災・
にぎわい…など他視点を 包摂するアプローチです。

人が自然と集まるベンチを設置することも、孤独・孤立対策です。

新たな出会いが生まれるイベントの開催も、孤独・孤立対策です。

そこに「つながり」が生まれるもの、「つながること」がポイントとなるものは、
孤独・孤立対策です。

分野横断的な視点から、全庁的に、そして町全体で孤独・孤立対策を推進
していこうと取り組んでいます。



令和6年度は国（内閣府）から採択されました

播磨町では、令和6年度に国（内閣府）が展開する「地方版孤独・孤立対策
官民連携プラットフォーム推進事業（以下「本事業」という。）」に採択され、
孤独・孤立対策の取り組みを推進しています。

本事業は、令和6年度に播磨町をはじめ14団体（政令指定都市3団体、市区
町村11団体）がモデル事業として取り組んでいます。なお、本事業は令和4年
度から開始されていますが、播磨町は兵庫県で初めて、また町レベルでは全国
初の採択となります。
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内閣府資料より



令和6年度の取り組み内容

すべての人を優しく包み込み、共に支え合い、人と人との「つながり」が
生まれるまちをめざし、

〇 困ったときに気軽に声をあげられる・声をかけられる体制づくり

〇 孤独・孤立の予防

〇 わかりやすい相談支援 などに取り組んでいます
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体制づくり① 播磨版 孤独・孤立対策官民連携プラットフォームのイメージ図を描く
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体制づくり②

全職員への研修の実施

① 部長・課長級職員対象 ② 課長級職員対象 ③ 若手・中堅職員対象

＜講師＞ 大西連 様
・認定NPO法人自立生活サポート
センター・もやい理事長

・内閣府孤独・孤立対策推進室
孤独・孤立対策推進参与
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体制づくり③

協議会・委員会の設置

①「播磨町孤独・孤立対策個別支援協議会」の設置
孤独・孤立対策を推進するために必要な連携及び協働を図るため、令和6年9月1日に
「播磨町孤独・孤立対策個別支援協議会」を設置しました。
この協議会では、支援を行う関係者で情報交換を行うとともに、当事者等への具体的な
支援内容について協議をします。

②「播磨町孤独・孤立対策推進委員会」の設置
孤独・孤立の問題に対し関係課等が連携し、問題を解決するための積極的な施策の推進、

人と人とのつながりを実感できる地域づくりの推進のため、庁内の全課長が委員となって
協議をする「播磨町孤独・孤立対策推進委員会」を設置しました。
また、中堅・若手職員が意見を出し合う「孤独・孤立対策部会」を設置し、全庁的に孤独・
孤立対策に取り組む体制を整えました。
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体制づくり④

支援団体への理解と協力の依頼

令和7年1月18日（土）
「播磨町孤独・孤立対策シンポジウム」を開催しました。
本町を支える関係団体（支援者）の皆様を対象に開催し、
123名の方々にご参加いただきました。
支援者が孤独・孤立の課題を共有し、支援者同士の「つな
がり」が生まれる機会となりました。

シンポジウムの様子は、
近日YouTube播磨町公式
チャンネルにて公開予定！
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体制づくり⑤

研修・シンポジウムでの意見を
プラットフォーム構築に向けて反映させていく

部長・課長級研修
アンケート結果

フィードバック研修
課長アンケート結果

シンポジウム
支援者アンケート結果

令和７年４月「播磨町孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」立ち上げに向けて準備中
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孤独・孤立の予防①

播磨町にある居場所の紹介

播磨町の居場所紹介動画（3分）

「播磨町の居場所マップ」を
広報３月号と同時に全戸配布
予定。

播磨町のつどい場
居場所マップ
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孤独・孤立の予防②
中学３年生への社会保障を学ぶ授業の実施

＜講師＞
特定非営利活動法人
Social Change Agency
代表理事 横山北斗 様

令和７年３月７日（金）
播磨中学校・播磨南中学校の３年生を対象に、
社会保障を学ぶ授業
「15歳からの社会保障 ～人生のピンチに備えて～」
を実施予定。
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わかりやすい相談支援

住民への周知・啓発

播磨町 孤独・孤立対策PR動画（30秒）
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孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム構築
期待できる効果

・行政と民間、町全体が同じ方向を向いて孤独･孤立対策に取り組める

・行政と民間双方の情報発信、情報共有の場となる

・支援者や当事者のニーズを行政が把握できる

・支援者同士の「つながり」を作ることで、支援の幅が広がる

・支援者同士のノウハウを共有できる

・民間の提案を施策に反映できる

・行政の手が届かないところの支援を実現する

・支援者自身の孤独･孤立を防ぐ
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プラットフォーム

播磨町の孤独・孤立対策に取り組む
「官・民」の支援者が一堂に集う会、

一堂に集う日というイメージ



孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム構築
期待できる効果

民間の力を活かす・取り入れることで
【住民にとって】

・サービスの選択肢の増加

・サービスの質の向上

・深刻な孤独・孤立の予防

ウェルビーイングの向上に
つながる

ウェルビーイング ：身体的・精神的・
社会的に良好な状態にあること

【町全体にとって】 「つながり」の創出 誰ひとり取り残されないまちの実現

【行政にとって】

・関係者間の水平的な連携
と協働

・多様なサービスの創出

・歳出の抑制

・マンパワーの削減

行政改革につながる

行政改革 ：行政組織及び運営を改
革すること
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【民間にとって】

・活動の幅の拡大

・施策への反映

・理念の実現

・団体PR

サステナブルな運営に
つながる

サステナブル ：環境・社会・経済が持
続可能なこと



官民連携の検証もしています（地域におけるヘルスケア産業推進事業）
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おわりに

令和７年度は「播磨町孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」を立ち上げ、
孤独・孤立対策を推進していきます。

すべての人を優しく包み込み、共に支え合い、人と人との「つながり」が生ま
れるまちをめざして、官民が一緒に考えていけるような体制を築いていきたい
と思っています。

「３×３（さんかけさん）でちょうどいい」 播磨町だからこそ実現できる、

誰ひとり取り残されないまちをめざして
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